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協議会名： 丸亀市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

琴参バス株式会社

綾歌宇多津線
綾歌市民総合センター・湯舟道
～宇多津駅南口

計画運行日数：365日
計画運行回数：2,303.5回

地元コミュニティや自治会の意
見・要望を取り入れ、商業施設
敷地内（ピカソこんぴら街道店）
への乗り入れを決定（令和４年
10月～）。

丸亀垂水線(幹線バス)との接
続については、乗換を考慮した
ダイヤとしている。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

B

【目標達成率】76%
（目標：42,160人/年）
【利用者数】36,151人/年
（対前年比：111%）
（対前々年比：109%）
【収支率】14.6%
(対前年比：＋0.6%）
(対前々年比：＋1.3%）

昨年に引き続き新型コロナ
ウイルスの影響を受け、利
用者は減少したものの、運
行便については減便せず、
車内に光触媒コーティング
にて抗菌・抗ウイルス対策
を実施し、安心安全な運行
に努め、利用者の確保に繋
げた。

「バスきょん？」のバージョ
ンアップを行い、混雑状況
システムを導入し、利便性
の向上に努めた。

地域の実情にあった運行ルー
ト・バス停の位置の検討や利用
者の意見を集約し利便性の向
上に努める。商業施設乗り入
れに係る利用動向等を把握し
ながら、他施設・他路線での実
施についても検討していく。

バスの運行状況を確認できる
「バスきよん？」の利用者環境
を改善する為、更なるアプリの
機能拡張に努める。

高齢者の運転免許返納の推進
を図り、バスの利用者の拡大に
努める。

丸亀市地域公共交通計画に基
づいた、持続可能な公共交通
体系の構築を図る。
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【目標達成率】95%
（目標：32,370人/年）
【利用者数】30,920人/年
（対前年比：110%）
（対前々年比： 106%）
【収支率】13.0%
(対前年比：＋0.4%）
(対前々年比：＋0.7%）

昨年に引き続き新型コロナ
ウイルスの影響を受け、利
用者は減少したものの、運
行便については減便せず、
車内に光触媒コーティング
にて抗菌・抗ウイルス対策
を実施し、安心安全な運行
に努め、利用者の確保に繋
げた。

「バスきよん？」のバージョ
ンアップを行い、混雑状況
システムを導入し、利便性
の向上に努めた。

地域の実情にあった運行ルー
ト・バス停の位置の検討や利用
者の意見を集約し利便性の向
上に努める。利便性向上を図る
ため、商業施設乗り入れについ
ても検討していく。

バスの運行状況を確認できる
「バスきよん？」の利用者環境
を改善する為、更なるアプリの
機能拡張に努める。

高齢者の運転免許返納の推進
を図り、バスの利用者の拡大に
努める。

丸亀市地域公共交通計画に基
づいた、持続可能な公共交通
体系の構築を図る。

丸亀東線
三谷団地前～宇多津駅北口

計画運行日数：365日
計画運行回数：2,303.5回

引き続き、地元コミュニティや自
治会の意見・要望等を把握し、
利便性向上に向けた検討を
行っている。

観光客を中心とした利便性向
上を図るべく、四国水族館への
路線延伸を決定（令和４年10月
～）。

レオマ宇多津線(幹線バス)との
接続については、乗換を考慮し
たダイヤとしている。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

B

丸亀市

本島コミュニティバス
本島港～笠島～診療所

計画運行日数：365日
計画運行回数：1825回

地元住民と今後の運行形態に
ついて意見交換を実施し、意見
を集約した。
 
診療所の移転に伴う、路線の
見直し、停留所名の変更を実
施（令和４年８月～）。

旅客船、フェリーとの接続につ
いては、乗換を考慮したダイヤ
としている。

Ａ
計画通り事業は適切に実施
された。

Ｂ

【目標達成率】82%
（目標：3,650人/年）
【利用者数】3,007人/年
（対前年比：113%）
（対前々年比：109%）
【収支率】5.0%
(対前年比：＋0.9%）
(対前々年比：▲0.2%）

目標が下回った要因として
は、進行する離島の人口減
少が考えられる。

移住促進や観光客誘致等島外
からの利用者の増加に繋がる
施策を検討していく。

琴参バス株式会社


